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中
之
条
町
の
「
絹
」

冨
沢
家
住
宅

荒
船
・
東
谷
風
穴
蚕
種
貯
蔵
所
跡

六
合
赤
岩
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

絹
産
業
を
現
在
に
伝
え
る
建
造
物
と
史
跡
、
そ
し
て
今
な
お
営
ま
れ
て
い
る
天
蚕
農
家
。

■
絹
産
業
遺
産

■
天
蚕
農
家

登
坂
工
房

繊維のダイヤモンド
と呼ばれる天蚕の繭
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中
之
条
町
の
絹
産
業
遺
産

　
町
に
は
、
絹
産
業
を
現
在
に
伝
え
る
遺

産
と
し
て
代
表
さ
れ
る
も
の
に
、
県
内
最

古
の
養
蚕
農
家
で
あ
る「
冨
沢
家
住
宅
」、

養
蚕
に
係
わ
る
農
山
村
集
落
の
「
六
合
赤

岩
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
、
蚕
の

卵
の
貯
蔵
所
で
あ
っ
た
「
東
谷
風
穴
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
３
資
産
は
、
平
成
19

年
1
月
に
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産

群
」
が
、
世
界
遺
産
登
録
の
暫
定
リ
ス
ト

入
り
を
果
た
し
た
際
に
、
遺
産
群
を
構
成

す
る
10
資
産
に
入
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

登
録
運
動
の
根
幹
が
、
技
術
革
新
に
よ
り

高
品
質
な
生
糸
の
大
量
生
産
を
も
た
ら
し

た
富
岡
製
糸
場
で
あ
っ
た
た
め
、
富
岡
製

糸
場
と
の
関
連
資
料
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
当
町
の
絹
産
業
遺
産
は
、
最
終
的
に
は

候
補
か
ら
外
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
絹
産
業

遺
産
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
資
産
を
保
存
・
活
用
し
な

が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
伝
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

天
蚕
農
家

　
町
に
は
、
全
国
一
の
収
穫
量
を
誇
る
天

蚕
農
家
が
あ
り
ま
す
。
営
む
の
は
登
坂
昭

夫
さ
ん（
山
田・登
坂
工
房
）。平
成
元
年
か

ら
天
然
の
繭「
天
蚕
」を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　
天
蚕
は
、
一
般
的
な
繭
と
は
異
な
り
、

緑
色
の
糸
が
特
徴
的
で
、
毎
年
、
登
坂
さ

ん
の
元
へ
飼
育
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
全

国
か
ら
集
ま
り
ま
す
。

沢
田
小
３
年
生
が

天
蚕
の
山
付
け

　
６
月
13
日
に
、
沢
田
小
学
校
の
３

年
生
21
名
が
、
登
坂
さ
ん
の
飼
育
場

で
天
蚕
の
山
付
け
（
種
付
け
）
を
行

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
体
験
し

た
の
は
、
30
粒
ほ
ど
の
卵
が
付
い
た

台
紙
を
、
1
本
の
ク
ヌ
ギ
の
木
に
２

か
所
ず
つ
付
け
る
作
業
。

　
30
本
の
木
に
付
け
た
卵
は
孵
化
し

て
蚕
と
な
り
、
４
回
の
脱
皮
を
繰
り

返
し
て
、
山
付
け
か
ら
約
50
日
後

に
、
繭
を
作
り
始
め
ま
す
。
で
き
る

繭
の
数
は
山
付
け
し
た
個
数
の
約
半

分
と
の
こ
と
で
、貴
重
さ
が
伺
え
ま
す
。

　
ク
ヌ
ギ
の
木
の
枝
と
天
蚕
の
卵
を

も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
で

も
飼
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
天
蚕
の
糸
」
で

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

　
７
月
11
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン

タ
ー
つ
む
じ
に
、
天
蚕
の
糸
で
作
っ

た
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
桂
由
美
さ
ん
が
手
が
け
た
ド

レ
ス
に
、
登
坂
さ
ん
が
提
供
し
た
天

蚕
の
糸
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
町

内
で
の
展
示
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
、
日
頃
、
登
坂
工
房
で

公
開
し
て
い
る
着
物
な
ど
も
展
示
さ

れ
、
５
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

クヌギの木に山付けをしている様子天蚕農家の登坂昭夫さん（写真左上）と
山付けを終えた沢田小３年生

天蚕の糸で作ったウェディングドレス
（桂由美さん所有）

冨沢家住宅
（国指定重要文化財）

荒船・東谷風穴蚕種貯蔵所跡
（国指定史跡）

六合赤岩伝統的建造物群保存地区
（重要伝統的建造物群保存地区）
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中
之
条
町
消
防
団
か
ら

５
チ
ー
ム
出
場

　
６
月
29
日
、
草
津
町
立
草
津
中
学

校
で
吾
妻
郡
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
之
条

町
消
防
団
か
ら
５
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
こ
の

大
会
に
は
、
郡
内
町
村
の
消
防
団
か

ら
15
チ
ー
ム
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
５

チ
ー
ム
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
10
チ

ー
ム
）
が
参
加
し
て
、
消
防
技
術
の

的
確
さ
と
速
さ
を
競
い
ま
し
た
。
各

チ
ー
ム
と
も
こ
の
大
会
に
備
え
て
春

か
ら
厳
し
い
訓
練
を
重
ね
、
今
回
の

好
成
績
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部

第
２
分
団
第
２
部
「
優
勝
」

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
第
２
分
団

第
２
部
（
折
田
）
が
優
勝
を
収
め
、

８
月
23
日
に
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出

場
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
大
会
優
勝

チ
ー
ム
は
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
全
国
大
会
に
は
自

動
車
ポ
ン
プ
と
小
型
ポ
ン
プ
が
交
互

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
小
型
ポ
ン
プ
が
出
場
す

る
年
で
、
第
２
分
団
第
２
部
に
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

吾妻郡
消防ポンプ操法
競技大会

有
事
に
即
応
し
た
消
防
技
術
の
向
上
と

消
防
団
員
の
士
気
の
高
揚
の
た
め

２
年
に
１
度
開
催
。



中之条町消防団の成績

指揮者　生須久也
１番員　唐沢隆行
２番員　生須寛之
３番員　唐沢剛史
４番員　割田貴浩
補助員　唐沢洸司

指揮者　星野克英 (個人表彰 )
１番員　折田　亮 (個人表彰 )
２番員　星野圭祐
３番員　小渕智昭 (個人表彰 )
補助員　篠原益三

指揮者　飯塚雅俊
１番員　綿貫博幸
２番員　小池祥多 (個人表彰 )
３番員　鹿野　朗
補助員　奈良武文

指揮者　小池正秀
１番員　安ヵ川真実
２番員　安ヵ川博
３番員　富澤　武
補助員　加辺昌弘

指揮者　木暮雅幸
１番員　大橋　準
２番員　関　和也
３番員　黒田　知 (個人表彰 )
４番員　鎌田亮平
補助員　樋田幸太郎

【第３分団 第２部（五反田）】

【第２分団 第２部（折田）】

【第４分団 第２部（大塚･赤坂）】

【第５分団 第４部（太子･日影）】

 小型ポンプの部

 自動車ポンプの部
【第１分団 第２部（伊勢町）】

支部長賞

第４位

支部長賞

第２位

優  勝
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SPATRAIL　
Shim

a　
to　

Kusatsu

経済効果
20,000,000 円（推定）
ランナーが大会に要した費用（交通費・
飲食費・宿泊費・土産代・被服費ほか）

次回大会にも参加したいですか？
参加したい（69％）
分からない（29％）
参加したくない（1％）

大会の情報を何で知りましたか？
１位：ランニングサイト（25％）
２位：プロデューサーのサイト（20％）
３位：友人・知人から（19％）

参加を決めたポイントは？
１位：コース設定（34％）
２位：温泉（18％） / 開催時期（18％）
３位：家からの距離（11％）

ランナー
アンケート結果抜粋

　
大
き
な
事
故
も
な
く
終
え
ら
れ
た
ス
パ
ト
レ
イ
ル
〔
四
万
to
草
津
〕。
今
回
の

大
会
を
検
証
す
る
た
め
、
ラ
ン
ナ
ー
６
７
１
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、
１

９
４
名
に
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
（
回
収
率
28
・
９
％
）。

　
事
前
準
備
を
含
む
運
営
面
に
課
題
が
残
る
一
方
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
「
お
も
て

な
し
」
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【回収率  28.9％】

運
営
面
の
改
善
・
ス
タ
ッ
フ
の
理
解
と
協
力

・素朴な地元のご飯
は素晴らしかった。
・地元上げての歓迎
が素晴らしかった。
・ブラスバンド素敵。
・ブリーフィングが
面白くて最高。
・宿で夕食があるの
で、つまみが多す
ぎた。
・遅い時間でも参加
できると良い。
・ビールやワインが
ほしい。
・アトラクション長い。

前夜祭が
良かった

60%

・男子用が少ない。
・沢山あって待たず
良かった。
・スタート地点、エ
イド１に増やして
ほしい。
・エイド４女子トイレ
はずっと鍵がかか
っていて１つしか
使えず混みあっ
た。
・長い区間の中間に
希望。
・エイドステーショ
ン以外にも必要。

トイレの数･場所
などが良かった

60%

・バス復路、最終便
をもっと遅くして
ほしい（制限時間
後）。
・フィニッシュ後に
草津→四万へバ
ス運行希望。

駐車場･輸送が
良かった

40%

・詳細がなかなか提
示されなかった。
・HPの更新が遅い。
・トラベルガイドは
事前送付希望。

情報量が
充実していた

36%

6位 6位

8位
9位
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SP
AT
RA
IL　
Sh
im
a　
to
　
Ku
sa
ts
u

・こんなに「人」が素
晴らしい大会は初
めて。親切で、ノリ
がよく、話すこと
が楽しかった。
・全スタッフから声
援をもらった。
・名前で応援しても
らい嬉しかった。
・地元の応援が素
晴らしい。
・地元のお母さん最
高。
・六合の人たちのお
もてなしがよかっ
た。
・お宿スタッフ、大
会スタッフ対応良
い、大会以外でも
訪れたい。
・おもてなし全体的
によい。
・スタッフが一生懸
命。
・スタッフの多さに
びっくりした。
・見守るだけでな
く、エイドステーシ
ョンまでの距離な
どを言ってほしい。

スタッフの応対
が良かった

96%

・スタッフの気遣い
はとてもよかった。
・エイドにいた人た
ちは皆素晴らしか
った。
・うどん美味しかっ
た。
・かりんとう最高。
・２０ｋｍの間に無い
のは不親切。
・エイド４が狭い。
・チェックポイント５
はエイド設置した
方が親切。
・マイコップを徹底
した方がよい。
・塩分を補給できる
もの（梅干し・漬物
など）があれば完
璧。
・エネルギーになる
もの（おにぎり等）
希望。
・冷えた飲料希望。

エイドが
充実していた

82%

・1kmごとの標識、
分岐もしっかりし
ていてとてもよか
った。
・野反湖の素晴らし
い見晴らしに感動
した。
・ぬかるんで、荒廃
した歩道等が心配
です。
・チャツボミゴケ公
園～フィニッシュ
は２～３年間隔で
使用するのが望ま
しい。雨天時は一
気に荒廃します。
・林道の区間が長か
った。
・試走できるように
してほしい。
・８０km必要？
 笹の根が・・・
・ロードを減らし、も
っと登山道を希望。

コース設定が
良かった

80%

・必携品チェック係
が少ない。
・親切丁寧な対応だ
った。
・荷物チェックがち
ゃんとあり運営や
大会趣旨が伝わり
よかった。
・待ち時間が長い。
・必携品確認をもっ
とスムーズに。
・必携品チェックの
数が多すぎる。
・ナンバーカードの
２重交付で困った。
・当日も希望。
・スタート地点付近
を希望。
・中途半端な所でや
らないで、四万か
草津で良いので
は。

受付の対応が
良かった

79%

・フィニッシャーＴシ
ャツもほしい。
・心がこもっていた。
・ワインは嬉しい。
・アルコール飲めな
い。
・ワインは持ち帰り
に困る。
・手ぬぐいよかった。
・このロゴ素晴らし
いので、Ｔシャツや
グッズがほしかっ
た。
・値段の割に少ない。
・靴下小さくて履け
ない。

参加賞が
良かった

64%

ランナーの
大会評価ランキング

1位

2位 3位 4位

《大会概要データ》
コース距離　　81.4km（50マイル）
標高差　　　　1,000m
エントリー人数　761名
スタート人数　　669名
完走者数　　　　528名（完走率 78.9％）

5位
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からのお知らせ

　
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
が
対
象
と
な

る
「
児
童
扶
養
手
当
」
と
、
障
害
を
持

つ
児
童
を
養
育
す
る
家
庭
が
対
象
と
な

る
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」
を
ご
存
知

で
す
か
？

　
「
該
当
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
思

う
人
は
、
ま
ず
は
相
談
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

受
給
対
象
者

　
父
母
の
離
婚
な
ど
で
ひ
と
り
親
家
庭

と
な
り
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
ま

た
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
し
ま

す
。

※
父
母
の
離
婚
の
ほ
か
に
、
父
ま
た
は

母
が
死
亡
、
重
度
の
障
害
、
生
死
不

明
な
ど
の
理
由
で
ひ
と
り
親
家
庭
と

同
様
の
状
態
に
な
っ
た
児
童
、
ま
た

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た

児
童
な
ど
も
該
当
し
ま
す
（
詳
し
い

支
給
要
件
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
）
。

※
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
養
育
し

て
い
て
も
、
次
の
人
は
受
給
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

・
公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
人

・
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
な
く
て
も

事
実
上
婚
姻
し
て
い
る
の
と
同
様
の

状
態
に
あ
る
人

手
当
の
額
　

〈
児
童
1
人
で
全
額
支
給
の
場
合
〉

　
月
額 

4
1
、
0
2
0
円

※
児
童
が
2
人
以
上
の
場
合
は
加
算
が

あ
り
ま
す
。

※
受
給
対
象
者
や
生
計
を
同
じ
く
す
る

扶
養
義
務
者
の
所
得
額
に
よ
り
、
支

給
さ
れ
る
手
当
の
額
が
変
更
さ
れ
ま

す
（
所
得
制
限
の
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
）
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
対
象
者

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
・
中
度
の

障
害
を
も
つ
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
し
ま
す
。

手
当
の
額

・
1
級
　
月
額  

4
9
、
9
0
0
円

・
2
級
　
月
額  

3
3
、
2
3
0
円

※
受
給
対
象
者
や
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
限
度
額
を
超
え
る
場
合
は
手
当
の

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

※
児
童
が
障
害
年
金
等
を
受
給
で
き
る

場
合
は
対
象
外
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
田
村
深
雪

　
六
合
振
興
課
　
住
民
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
豊
田
ひ
と
み

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

該
当
す
る
人
は
手
続
き
を

受
給
中
の
人
も
、
8
月
は
年
に
1
度
「
現
況
届
」
「
所
得
状
況
届
」
の
提
出
で
す

8
月
中
に

「
現
況
届
」・

「
所
得
状
況
届
」

の
提
出
を

受
給
中
の
人
は

　
8
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
「
現
況

届
」
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
「
所
得

状
況
届
」
を
提
出
す
る
月
で
す
。
こ
の

手
続
き
で
8
月
か
ら
来
年
の
7
月
ま
で

の
支
給
額
を
決
定
し
ま
す
。
対
象
者
に

は
、
8
月
中
に
通
知
を
発
送
し
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
受
給
者
で
、
受
給
資
格
が
発

生
し
て
か
ら
5
年
ま
た
は
7
年
経
過
し

て
い
る
人
は
、
「
児
童
扶
養
手
当
一

部
支
給
停
止
適
用
除
外
届
」
の
提
出

も
必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
、
現
況

届
の
通
知
と
一
緒
に
書
類
を
送
付
し

ま
す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
届
も
所
得
制
限
で
手
当
の

支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
人
も
提
出

が
必
要
で
す
。



からのお知らせ

対
象
者

　
6
月
1
日
現
在
で
、
介
護
保
険
の
要

介
護
度
1
〜
5
度
に
判
定
さ
れ
た
寝
た

き
り
、
認
知
症
の
人
を
1
年
以
上
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
人
。

支
給
要
件

　
次
の
①
〜
③
の
全
て
に
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
介
護
す
る
人
・
介
護
さ
れ
る
人
と
も

に
、
1
年
以
上
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
平
成
25
年
6
月
1
日
〜
平
成
26
年
5

月
31
日
ま
で
の
1
年
間
、
要
介
護
度

1
〜
5
の
間
で
判
定
が
継
続
し
て
お

り
、
入
院
・
入
所
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
利
用
日
数
が
1
0
0
日
を
超
え

て
い
な
い
こ
と
。

③
申
請
時
に
実
施
す
る
「
寝
た
き
り
・

認
知
症
高
齢
者
調
査
」
（
※
別
表
参

照
）
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
。

支
給
額

　
要
介
護
度
及
び
介
護
保
険
の
居
宅
サ

ー
ビ
ス
給
付
額
に
応
じ
て
、
5
万
円
〜

30
万
円
の
範
囲
内
で
支
給
さ
れ
ま
す

（
詳
し
い
支
給
額
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）
。

申
請
方
法

　
次
の
も
の
を
持
参
し
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

・
被
介
護
者
の
介
護
保
険
証

・
介
護
者
の
印
鑑

・
銀
行
口
座
等
、
振
込
み
先
が
分
か
る

　
も
の

申
請
期
限

　
10
月
31
日
（
金
）

そ
の
他

　
昨
年
度
ま
で
に
申
請
し
た
人
も
、
今

年
度
分
は
、
改
め
て
申
請
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
蟻
川
智
彦

　
六
合
振
興
課
　
住
民
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
澤
や
す
子

在
宅
で
高
齢
者
等
を
介
護
し
て
い
る
人
に

在
宅
介
護
慰
労
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す

在
宅
の
介
護
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
良
質
な
介
護
と
在
宅
介
護
の
継
続
の
た
め
に

※別表「寝たきり・認知症高齢者
　調査」の内容

１
２
３
４
５
６
７

移動
食事
排せつ
入浴
着替
整容・身だしなみ
意思の疎通

①日常生活動作

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０

記憶障害
失見当識
睡眠等
攻撃的行為
自傷行為
火の扱い
徘徊
異常興奮
不潔行為
失禁・おもらし

②問題行動(認知症)等

既定の条件：①の項目で全部介助が1つ
または一部介助が2つ以上該当するか、
②の項目で重度が1つ以上まはた中度が
3つ以上該当すると対象になります。
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平
和
式
典・戦
没
者

追
悼
式
を

開
催
し
ま
す

一
般
の
人
も
参
加
で
き
ま
す

　
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
2
部
構
成
で
開
催
し
ま
す
。

　
1
部
を
、
戦
争
の
な
い
恒
久
平
和
を

願
う
「
平
和
式
典
」
と
し
、
2
部
を
、

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
の
「
戦
没

者
追
悼
式
」
と
し
て
行
い
ま
す
。

　
一
般
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
　
日
　
9
月
1
日
（
月
）

　
　
　
　
受
　
付
　
9
時
15
分
よ
り

　
　
　
　
開
　
式
　
9
時
45
分

会
　
場
　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
中
之
条
町
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
町
田
岳
彦

　
六
合
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
山
本
今
朝
吉
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からのお知らせ

　
管
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
夏
休

み
に
自
主
学
習
に
取
り
組
め
る
環
境
を

提
供
す
る
た
め
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
、
頑
張
る
こ
ど
も
た
ち
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

期
　
日
　

　
8
月
5
日
（
火
）
〜
9
日
（
土
）

会
場
・
時
間

　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
　
9
時
〜
12
時

　
六
合
公
民
館
　
　
13
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
16
時
30
分

　
（
参
加
時
間
は
自
由
で
す
）

費
　
用
　
無
料

教
　
材
　
各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
方
法

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
（
前

日
ま
で
）
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
こ

ど
も
未
来
課
と
六
合
支
所
六
合
振
興
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課
　
総

務
・
施
設
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
島
和
茂

夏
休
み
の
こ
ど
も
の
自
主
学
習
を

お
手
伝
い
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
る

夏
休
み
中
の

幼
稚
園
、小・中
学
校

で
完
全
休
業
日

日
直
も
不
在
と
な
り
ま
す

　
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
は
、
郡
内

の
学
校
機
関
の
申
し
合
わ
せ
で
、
今
年

度
も
引
き
続
き
夏
季
休
業
中
の
完
全
休

業
日
が
試
行
さ
れ
ま
す
。
　

　
期
間
中
は
、
原
則
、
職
員
は
不
在
と

な
り
ま
す
（
日
直
も
い
ま
せ
ん
）
。

期
　
間
　

・
幼
稚
園
（
六
合
こ
ど
も
園
は
除
く
）

　
8
月
13
日
（
水
）
〜
15
日
（
金
）
　

　
ま
で
の
3
日
間

・
小
・
中
学
校

　
8
月
11
日
（
月
）
〜
15
日
（
金
）
　

　
ま
で
の
5
日
間

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課
　
学
校

教
育
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
5
0
（
直
通
）

　
（
幼
稚
園
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
千
登
世

　
（
小
・
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
小
板
橋
千
晶

昨年のツインプラザでの学習サポートの様子

うぐいす学級に参加を
対　　象　町在住の2歳児と親
（平成23年4月2日～平成24年4月1日生まれ）
定　　員　先着30組
費　　用　無料
申込期限　8月29日(金)
申し込み・問い合わせ
役場住民福祉課　少子化・子育て対策室
☎75・8825(直通)　担当 山田行徳

  　　
9月18日（木）
9月25日（木）
10月 9日（木）
10月16日（木）
10月24日（金）
10月31日（金）
11月 7日（金）

11月13日（木）・14日（金）
11月20日（木）
11月27日（木）

日　　時 　　　学　習　内　容
開 講 式・リトミック①
幼児期の教育
リトミック②
子どもの救急について
絵本に親しむ
読み聞かせ
リトミック③
親子で作る簡単健康おやつ
しつけについて・指遊び手遊び
リトミック④・閉講式

10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
9
時
30
分
〜
）



からのお知らせ

　
県
と
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ

イ
ト
を
利
用
し
た
性
的
被
害
、
ネ
ッ
ト

依
存
症
等
か
ら
守
る
た
め
に
、
セ
ー
フ

ネ
ッ
ト
標
語
「
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
」
に

よ
る
啓
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
間
に
も
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
器
が
普

及
し
た
こ
と
に
よ
り
、
性
犯
罪
や
児
童

ポ
ル
ノ
等
の
犯
罪
被
害
や
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
が
高
ま
っ
た
た

め
で
す
。

　
町
で
は
、
小
中
学
生
の
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
持
を
原
則
と
し

て
禁
止
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
子
ど
も

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
器
を
持
た
せ
て

い
る
場
合
は
「
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
」
を

守
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　
社
会
教

育
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
安
原
　
明

お
く
ら
な
い
（
写
真
）

　
送
っ
た
写
真
は
二
度
と
取
り
も
ど
せ

ま
せ
ん
。

ぜ
っ
た
い
会
わ
な
い
！

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
人

に
、
会
う
の
は
大
変
危
険
で
す
。

の
せ
な
い
（
個
人
情
報
）

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
等
な
ど
ネ
ッ
ト
に
の

せ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
写
真
等
か
ら
個
人

情
報
を
見
つ
け
ら

れ
、
悪
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

か
き
込
ま
な
い

（
悪
口
）

　
悪
口
や
脅
し
の

書
き
込
み
は
、
名

誉
毀
損
、
脅
迫
や

恐
喝
な
ど
の
犯
罪

に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

み
な
い
（
有
害
サ
イ
ト
）

　
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

さ
が
さ
な
い
（
出
会
い
）

　
ネ
ッ
ト
で
見
ず
知
ら
ず
の
相
手
と
の

出
会
い
を
探
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
も
る
（
ル
ー
ル
）

　
利
用
す
る
時
間
・
場
所
、
ゲ
ー
ム
等

の
利
用
料
金
な
ど
家
庭
の
ル
ー
ル
を
作

り
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
利

用
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

セ
ー
フ
ネ
ッ
ト
標
語
「
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
・
安
心
に
使
う
た
め
に

夏
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

11 なかのじょう H２6.8 No.６28

夏の青少年健全育成運動チラシ

臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金申請に
日曜開庁の利用を

　臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金の申請受付のため、日曜日に開庁します。
日　　　時　8月10日（日）・24日（日）　8時30分～12時30分
問い合わせ　役場住民福祉課
　　　　　　福祉係　　　　　　　　☎75・8818（直通）　担当　町田岳彦
　　　　　　少子化・子育て対策室　☎75・8825（直通）　担当　山田行徳

セ
ー
フ
ネ
ッ
ト
標
語

「
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
」



　
平
成
27
年
4
月
に
採
用
し
、
県

内
の
商
工
会
へ
配
属
す
る
経
営
指

導
員
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員　
若
干
名

受
験
資
格　
昭
和
61
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
を

卒
業
し
た
人
あ
る
い
は
来
春
卒
業

見
込
み
の
人
、
ま
た
は
高
校
・
短

大
等
を
卒
業
し
所
定
の
経
験
を
有

す
る
人
。

試
験
日
・
内
容

▽
一
次
試
験　
10
月
19
日
（
日
）

・
教
養
試
験
・
小
論
文
等

▽
二
次
試
験　
11
月
11
日
（
火
）

・
面
接
試
験
等

会
　
場　
県
商
工
会
連
合
会

申
込
期
間　
9
月
5
日
（
金
）
〜

25
日
（
木
）

申
込
方
法　
県
商
工
会
連
合
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
電

話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
県
商
工
会
連
合
会

☎
0
2
7
・
2
3
1
・
9
7
7
9

　
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
今
年
も
ダ
ブ
ル
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

　
価
値
あ
る
商
品
券
と
し
て
消
費

者
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

多
く
の
事
業
所
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

参
加
資
格　
町
内
の
事
業
所

登
録
料　
無
料

申
込
方
法　
　

　
商
工
会
に
用
意
し
て
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
8

月
29
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

　
中
之
条
町
商
工
会　

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
2
2
0
0

日
時　
8
月
23
日
（
土
）

　
　
　
役
場
7
時
30
分
集
合

　
　
　
六
合
支
所
8
時
20
分
集
合

※
7
月
号
で
8
月
16
日
と
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

集
合
場
所　
役
場
及
び
六
合
支
所

コ
ー
ス　
渋
峠
〜
芳
ヶ
平
湿
原
〜

大
平
湿
原
〜
平
兵
衛
池
〜
大
池
〜

水
池
〜
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
公
園
を

自
然
観
察
指
導
員
な
ど
の
ス
タ
ッ

フ
が
案
内
し
ま
す
。

所
用
時
間　
約
6
時
間

参
加
費　
1
、
0
0
0
円
（
保
険

料
等
）

定
　
員　
40
名
（
町
民
限
定
。
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し
、

落
選
者
に
は
通
知
し
ま
す
。
）

持
ち
物　
弁
当
・
飲
み
物
・
お
や

つ
・
防
寒
着
・
手
袋
・
雨
具
・
帽

子
等

申
込
方
法　
8
月
4
日
（
月
）
10

時
か
ら
15
日
（
金
）
16
時
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
せ

　
「
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺
の
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
登
録
を
実
現
す
る
会
」

事
務
局
（
役
場
企
画
政
策
課　
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
推
進
室
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
7
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
中
澤
昌
彦

【
今
後
の
予
定
】

　
第
3
回
自
然
観
察
会　
9
月
20

日
（
土
）
、
詳
細
は
9
月
広
報
で

掲
載
。

※
白
根
火
山
活
動
の
状
況
に
よ

り
、
コ
ー
ス
等
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
甲
種
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理

者
を
め
ざ
す
人
を
対
象
と
し
た
資

格
取
得
講
習
会
（
新
規
取
得
）
を

開
催
し
ま
す
。

期
　
日　
10
月
1
日
（
水
）
・

　
　
　
　
　
　
2
日
（
木
）

場
　
所　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー

ル
（
中
之
条
町
文
化
会
館
）

定
　
員　
1
0
0
名
（
先
着
順
）

費
　
用　
6
、
1
7
0
円

申
込
期
間　
9
月
9
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
11
日
（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
消
防
設
備
協
会

☎
0
2
7
・
2
1
0
・
8
2
2
2

「
甲
種
防
火
対
象
物
」
と
は
？

①
収
容
人
員
30
人
以
上
、
延
べ

面
積
3
0
0
㎡
以
上
の
、

旅
館
、
ホ
テ
ル
、
店
舗
、

病
院
、
社
会
福
祉
施
設
、

幼
稚
園
な
ど

②
収
容
人
員
50
人
以
上
、
延
べ

面
積
5
0
0
㎡
以
上
の
学

校
、
工
場
、
事
務
所
な
ど

③
収
容
人
員
10
人
以
上
の
自
力

避
難
困
難
者
が
入
所
す
る

施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
）
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Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

商
工
会
　
経
営
指
導
員

研
修
生
採
用
試
験

職
員
募
集

中
之
条
ダ
ブ
ル
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
取
扱
店
募
集

第
2
回
芳
ヶ
平
湿
原

周
辺
自
然
観
察
会

募
　
集

防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

芳ヶ平湿原の池塘（ちとう）



Information

〈
中
之
条
会
場
〉

日
　
時　
8
月
3
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

会
　
場　
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ

ー
つ
む
じ
交
流
ホ
ー
ル

　
（
駐
車
場
は
役
場
を
利
用
）

〈
六
合
会
場
〉

日
　
時　
8
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
15
時
〜
17
時

会
　
場　
六
合
こ
ど
も
園

内
　
容　
「
飛
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に

飛
行
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
の

お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

費
　
用　
無
料

対
　
象　
小
学
6
年
生
ま
で
の
子

ど
も
（
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
要
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

(shou-gaku@
tow
n.nakanoj

o.gunm
a.jp)

で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
当
日
参
加
も
可
能
（
材
料

が
終
わ
り
次
第
締
め
切
り
と
な
り

ま
す
）
。

主
　
催　
町
青
少
年
育
成
推
進
員

連
絡
協
議
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　
社

会
教
育
係
（
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
安
原　
明

日
　
時　
10
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
9
時
〜
12
時

会
　
場　
高
崎
経
済
大
学

受
験
料　
8
、
5
0
0
円

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間

　
8
月
29
日
（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ

　
役
場
上
下
水
道
課　
下
水
道
係

　
☎
7
5
・
8
8
3
2
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
田
村
崇
弘

　
人
形
を
使
っ
て
、
胸
骨
圧
迫
、

人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

体
験
で
き
ま
す
。

開
催
日　
8
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
9
月
2
日
（
火
）

時
　
間　
14
時
〜
15
時
過
ぎ
ま
で

会
　
場　
四
万
へ
き
地
診
療
所

費
　
用　
無
料

募
集
人
数　
各
6
名
ま
で

申
込
方
法　
8
月
22
日
（
金
）
ま

で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
四
万
へ
き
地
診
療
所

　
　
　
　
　
☎
6
4
・
2
1
3
6

　
　
　
　
　
所
長　
眞
貝
美
由
規

　

中
之
条
大
学
で
は
、
テ
レ
ビ

『
笑
点
』
で
お
な
じ
み
の
落
語

家
・
三
遊
亭
小
遊
三
氏
に
よ
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
『
笑
点
』

そ
の
ま
ま
の
、
歯
切
れ
の
良
い
話

術
に
、
大
い
に
笑
っ
て
く
だ
さ

い
。

日
　
時　
9
月
23
日
（
祝
）

　
開
場
13
時
30
分
、
開
演　
14
時

会
　
場　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
交
流
ホ

ー
ル

テ
ー
マ　
人
生
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す

る
生
き
方

定
　
員　
1
9
0
名

入
場
料　
前
売
券
1
、
0
0
0
円

　
　
　
　
当
日
券
1
、
2
0
0
円

　
　
　
　
（
全
席
自
由
）

申
込
方
法　
入
場
券
は
8
月
12
日

（
火
）
か
ら
、
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
窓

口
と
六
合
支
所
で
販
売
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
大
学
事
務
局
（
中
央
公

民
館
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
3

　
　
　
　
　
担
当　
小
野
里
綾
子

　
会
員
の
練
習
成
果
を
発
表
す
る

研
修
発
表
会
を
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
で

開
催
し
ま
す
。
美
術
展
示
や
楽
器

演
奏
・
舞
踊
等
、
町
民
発
信
の
文

化
活
動
を
一
度
に
観
賞
で
き
る
機

会
で
す
。

【
展
示
】

日
　
時

　
8
月
29
日
（
金
）
13
時
〜
20
時

　
30
日
（
土
）
9
時
〜
20
時

　
31
日
（
日
）
9
時
〜
15
時
30
分

内
　
容　
絵
画
・
陶
芸
・
書
道
・

俳
画
・
短
歌
・
俳
句
・
盆
栽
・
華

道
・
歴
史

【
舞
台
】　
　

日
　
時　
8
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　
9
時
30
分
開
演

内
　
容

①
基
調
講
演
「
市
城
の
歴
史
に
つ

い
て
」

　
講　
師　
唐
澤
定
市
氏
（
中
之

条
町
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
ミ

ュ
ゼ
顧
問
）

②
記
念
公
演
「
黒
岩
航
紀
ピ
ア
ノ

演
奏
会
」

③
会
員
発
表　

コ
ー
ラ
ス
・
民

舞
・
民
謡
・
箏
曲
・
詩
吟
・
器

楽
・
日
舞
・
吹
奏
楽

※
申
込
不
要
・
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

　
町
文
化
協
会
事
務
局
（
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
土
屋
明
史

　
毎
年
、
中
学
生
が
幅
広
い
視
点

に
立
っ
て
素
晴
ら
し
い
発
表
を
行

っ
て
い
ま
す
。
誰
で
も
入
場
で
き

ま
す
が
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
乗
り
合
わ

せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時　
8
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
13
時
〜
16
時
30
分

会
　
場　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ　
交
流

ホ
ー
ル

発
表
者　
吾
妻
郡
内
各
中
学
校
の

代
表
生
徒
13
名

※
申
込
不
要
・
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

吾
妻
教
育
事
務
所　
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
3
7
0
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下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定

共
通
試
験

一次
救
命
処
置
講
習
会

中
之
条
大
学
公
開
講
座

三
遊
亭
小
遊
三
講
演
会

町
文
化
協
会

会
員
研
修
発
表
会

夏
休
み
の

手
作
り
体
験
教
室

第
36
回
少
年
の
主
張

吾
妻
地
区
大
会

催
　
し

講習会の様子



Information

～わが町の文化財～

村人から聖人と慕われた
樋田治郎七翁の墓
とい　だ　 じ　ろ 　しち おう

ふるさと
再発見
〈223〉

　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
図
書
館
で
は
、

今
年
度
か
ら
開
館
時
間
の
延
長
を

廃
止
し
ま
す
。

　
毎
年
8
月
〜
10
月
の
金
曜
日
に

限
り
、
開
館
時
間
を
20
時
ま
で
に

延
長
し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者

が
少
な
い
た
め
、
通
常
の
開
館
時

間
で
運
営
し
ま
す
。

開
館
時
間
　
9
時
30
分
〜
19
時

問
い
合
わ
せ

　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
図
書
館

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
1
1
5

　
　
　
　
　
　
担
当
　
関
啓
一
郎

日
　
時
　
8
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
8
時
30
分
開
会

会
　
場
　
総
合
体
育
館

参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
の

家
庭
婦
人
に
よ
る
チ
ー
ム

申
込
方
法
　
事
務
局
に
用
意
し
て

あ
る
申
込
書
を
代
表
者
会
議
に
提

出
し
て
下
さ
い
。

代
表
者
会
議
　
8
月
18
日
（
月
）

　
総
合
体
育
館
会
議
室
で
行
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
体
協
バ
レ
ー
部
事
務
局
（
吾

妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
2
0
9
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
関
さ
ん
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第
43
回
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

き
よ
ま
つ

う

か
き
ち

あ
さ
か
ご
ん
さ
い

き
よ
じ
ろ
う

ち
ょ
う
は
つ

　
樋
田
治
郎
七
翁
の
墓
は
、
西
中
之
条
柴
宮
神
社

の
東
の
林
の
中
の
樋
田
家
の
墓
地
に
あ
り
ま
す
。

　
二
段
の
台
石
の
上
に
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
五
セ
ン

チ
、
二
十
二
セ
ン
チ
四
方
の
墓
石
の
正
面
に
「
樋

田
治
郎
七
之
墓
」
と
刻
ま
れ
、
両
側
面
に
そ
の
経

歴
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
原
文
は
漢
文
な
の
で
、

そ
の
内
容
を
分
か
り
易
く
示
す
と
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
翁
の
名
前
は
治
郎
七
、
幼
名
は
喜
代
松
、
雅
号

は
柴
里
と
い
い
ま
す
。
父
は
治
郎
右
衛
門
と
い
い
、

翁
は
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

幼
い
時
か
ら
学
問
を
好
み
、
江
戸
に
出
て
当
時
の

高
名
な
儒
学
者
安
積
艮
斎
の
下
で
修
業
し
ま
し
た

（
墓
碑
の
碑
文
に
よ
る
）
。

　
そ
の
後
、
名
久
田
の
蘭
方
医
高
橋
景
作
日
記
に

よ
る
と
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
一
月
十
四
日

の
記
述
に
は
「
西
中
之
条
村
喜
代
松
入
門
」
と
あ

り
、
そ
の
解
説
に
、
入
門
二
十
号
正
し
く
は
樋
田

喜
代
治
郎
ま
た
治
郎
七
、
号
柴
里
時
に
二
十
八
歳
、

後
日
（
明
治
六
年
八
月
）
・
群
師
の
前
身
熊
谷
県

暢
発
学
校
を
卒
業
、
原
町
学
校
に
勤
め
、
後
本
県

三
等
訓
導
と
な
り
教
職
二
十
八
年
に
及
ん
だ
。
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
墓
碑
に
刻
ま
れ
た
碑

文
に
も
「
烏
川
熊
谷
暢
発
黌
爾
来
採
教
鞭
転
勤
四

方
育
英
実
廿
有
六
年
」
と
あ
り
ま
す
。

　
更
に
金
井
幸
佐
久
先
生
の
著
し
た
吾
妻
郡
教
育

史
に
は
、
小
学
校
教
員
と
な
っ
た
寺
子
屋
師
匠
と

し
て
樋
田
治
郎
七
（
農
家
）
（
高
橋
景
作
門
下
）

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
吾
妻
郡
小
学
校
開
校
当
時

の
指
導
教
員
の
動
き
と
し
て
、
樋
田
治
郎
七
先
生

の
着
任
歴
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
、
原
町
小
（
明
治
六
年
）
、
赤
羽
小
（
嬬
恋
村

三
原
明
治
六
年
十
二
月
着
任
）
、
伊
勢
小
学
校

（
中
之
条
町
明
治
八
年
八
月
着
任
）
、
同
校
（
明

治
十
年
八
月
着
任
）
、
中
之
条
小
（
明
治
十
二
年

二
月
清
見
寺
に
開
校
着
任
）
、
松
谷
小
（
明
治
十

二
年
十
一
月
着
任
）
と
な
っ
て
お
り
、
当
時
新
し

い
学
校
を
開
校
さ
せ
る
た
め
に
、
資
格
を
持
っ
た

教
員
を
次
々
と
着
任
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　
更
に
、
碑
文
に
よ
る
と
、
そ
の
人
柄
は
口
数
の

少
な
い
、
欲
の
な
い
人
で
あ
っ
た
と
い
い
、
酒
を

好
み
酔
え
ば
詩
を
吟
じ
独
り
で
楽
し
ん
で
い
た
と

い
わ
れ
、
村
人
は
彼
を
孔
子
に
な
ぞ
ら
え
て
聖
人

と
呼
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　
教
員
を
辞
め
て
か
ら
も
好
学
の
志
は
冷
め
ず
、

現
在
の
中
央
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
法
学
院
に

学
び
、
帰
郷
後
塾
を
開
き
多
く
の
若
者
を
育
て
た

と
い
い
ま
す
。
墓
碑
の
台
石
に
は
教
え
を
享
け
た

者
の
氏
名
と
し
て
、
九
皐
義
塾
総
代
二
宮
作
治
、

蟻
川
七
郎
次
、
碓
氷
郡
有
志
総
代
山
本
賢
造
の
三

名
の
名
前
が
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
改
め
て
翁
の
生
涯
を
顧
み
る
と
、
極
め
て
旺
盛

な
向
学
心
に
燃
え
、
学
を
修
め
、
身
に
付
け
た
教

養
を
も
と
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
子
弟
の
育
成
に
捧

げ
た
正
に
聖
人
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
偉
大

な
生
涯
で
あ
り
ま
し
た
。

　
明
治
三
十
九
年
二
月
七
十
三
歳
で
歿
し
、
先
祖

の
眠
る
樋
田
家
の
墓
地
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
奇
し

く
も
孔
子
の
没
年
齢
と
同
じ
七
十
三
歳
で
あ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
墓
碑
の
建
立
は
、
明
治
三
十
九
年

八
月
で
、
施
主
樋
田
嘉
吉
同
せ
ん
と
台
石
に
刻
さ

れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
専
門
委
員
　
剣
持
千
秋

ス
ポ
ー
ツ

ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
図
書
館

開
館
時
間
延
長
の
廃
止

行
　
政

安心メール配信
「防犯・防災情報」「生活関連情報」を携帯電話等にメ
ール配信します。下のＱＲ（キューアール）コードを読み
込んで何も入力しない空メールを送り、案内に従って
登録してください。QRコードが読み込めない場合は、
ml.town_nakanojo@e-park.ne.jpにメールを送っ
てください。

問い合わせ 役場企画政策課広報係
☎75・8846（直通）
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節酒のすすめ

健 康
HEALTH

診療所だより 健
康
チ
ェ
ッ
ク

8月の当番医

3日㈰
（７５）２２３０
（８８）７６１１

内科

外科
夜間

後藤医院
草津温泉松岡医院

24日㈰

（６８）５２１１
（８２）３９９９

内科

外科
夜間

吾妻脳外循環科
櫻井医院

（７５）３０５５吾妻さくら

（８３）７１１１西吾妻福祉病院 （６８）２７１１日赤（７５）３０５５吾妻さくら
10日㈰

（７５）３０５５
（８２）２１８８

内科

外科
夜間

吾妻さくら
長生病院 17日㈰

（６７）２０３０
（８８）２０３０

内科

外科
夜間

小池医院
布施医院

（６８）２７１１日赤
31日㈰

（６８）０３５５
（９７）３０２０

内科

外科
夜間

くりはら医院
嬬恋村診療所

8月　六合診療所　外来診療医師

　

適
量
な
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
円
滑
に
し
健
康
に
も
良
い
ア

ル
コ
ー
ル
。
し
か
し
、
量
が
多
す

ぎ
る
と
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
・

脂
質
異
常
症
）
の
原
因
に
な
り
、

臓
器
障
害
（
肝
臓
や
膵
臓
）
や
依

存
症
の
恐
れ
も
出
て
き
ま
す
。
こ

の
た
め
、
節
酒
が
大
切
に
な
り
ま

す
。

　

望
ま
し
い
飲
酒
量
は
、
男
性
で

ビ
ー
ル
１
リ
ッ
ト
ル
（
日
本
酒
な

ら
１
合
半
程
度
）
ま
で
、
女
性
で

ビ
ー
ル
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ま

で
で
す
。
女
性
は
、
男
性
よ
り
も

臓
器
障
害
を
起
こ
し
易
く
依
存
症

に
も
短
期
間
で
な
り
易
い
た
め
、

許
容
飲
酒
量
は
男
性
の
半
分
な
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
ア
ル
コ
ー
ル
量
が
多
い
と

感
じ
た
人
に
お
勧
め
の
節
酒
方
法
を

紹
介
し
ま
す
。
毎
日
の
量
を
減
ら
す

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
１

週
間
に
飲
む
日
数
を
決
め
る
（
休
肝

日
を
数
日
作
る
）
方
が
確
実
に
量
を

減
ら
せ
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
発

散
の
た
め
に
飲
酒
す
る
と
量
が
多
く

な
り
が
ち
な
の
で
、
嬉
し
い
時
の
飲

酒
は
良
い
で
す
が
嫌
な
こ
と
が
あ
っ

た
時
の
飲
酒
は
ひ
か
え
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

四
万
へ
き
地
診
療
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

眞
貝
美
由
規

出張診療（括弧内は担当医師）

6日
13日
20日
27日

午　前 午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

日土金木水火月

休診高瀬山本高瀬高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

1098764 5

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

171615141311 12

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

242322212018 19

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

313029282725 26

休診午前

休診午後

2

休診

休診
1

休診

高瀬
3

田代原（高瀬）
小　雨（高瀬）
赤　岩（高瀬）
小　雨（高瀬）

赤　岩（高瀬）
広　池（高瀬）
休み

湯久保（高瀬）

〈当番医受診上の注意〉
・診療時間は9時から17時で
す。できるだけ時間内に受
診してください。それ以外の
時間は、休日夜間当番病院
で受診してください。
・急患のための当番医制度で

すので、緊急患者以外の受
診はご遠慮ください。
・在宅待機のため、原則とし
て往診はしません。
・変更となる場合がありま
すのでご確認のうえ、受診
ください。
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
6
月
中
の
届
出
）

広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
17，530
8，536
8，994
6，898

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

平成２6年7月１日現在

窓口窓口

ー307

ー127

ー180

ー19

ー18.

ー8.

ー10.

ー2.

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
6
月
中
の
届
出
）

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。

　子育て親子の交流の場、子育て家庭に対する育児不安等の相談指導、子育てサークル等への支援、地
域の保育資源の情報提供等総合的な子育て支援を行います。
　お気軽にご利用ください。
《実施施設》　中之条保育所
《対 象 者》　町内に在住する子育て親子
《利用日時》　月～金曜日

９時～12時・14時30分～16時30分
土曜日（園庭開放）
９時30分～12時30分
※日曜・祝日・年末年始は休みです。

《利 用 料》　無料
　問い合わせ　　中之条保育所　☎７５・４６０３

地域子育て支援センター地域子育て支援センター地域子育て支援センター地域子育て支援センター

Nk327
テキストボックス

Nk327
テキストボックス

Nk327
テキストボックス
「お誕生欄」は印刷版の広報に掲載しています

Nk327
テキストボックス
「おくやみ欄」は印刷版の広報に掲載しています



発酵食のレシピ●28

キャベツ1玉 / 塩（キャベツの重さの2％） / 梅干し15g（1～2個） / 削り節2g / 太白ごま油小1

塩漬けキャベツの梅和え

①キャベツの芯を包丁で取り除き、一枚ずつに剥がす。（芯をとったあと
キャベツを横から力強く手で叩くと剥がれやすくなります）

②①をボールに入れ、キャベツの重さのおよそ2％の塩をまぶして、キャ
ベツがしんなりするまでよくもみこむ。

③②にラップをして重しをし、半日～一日の間、常温（20℃～30℃）でそ
のままおく。

④ボールに③のキャベツを100g、食べやすい大きさにちぎって入れ、種
をとった梅干し、削り節、太白ごま油を加えてよく混ぜてできあがり。

※残ったキャベツは冷蔵庫で保存する。乳酸菌が増えて酸味が増し、一
週間くらいはおいしく食べられます。

作り方

17 なかのじょう H２6.8 No.６28

Information

材料

※健康診査と予防接種の日程は、18ページ8月の行事をご覧ください。

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター

健康相談

法律相談 毎月の法律相談
（町顧問弁護士） 役場第2会議室8月7日（木）　13時～17時

（予約制、前日12時までに予約）

人権相談 前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日　9時～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課8月11日（月）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8806

行政相談 （行政相談委員） 役場第2会議室8月18日（月）
13時～15時

年金相談 役場住民福祉課保険年金係
☎75-8819役場第3会議室8月13日（水）

9時30分～16時（当日受付順）（社会保険労務士、年金事務所職員）

町社会福祉協議会
☎75-8839役場第2会議室8月1日（金）・18日（月）

13時～15時
心配ごと相談
（民生児童委員、主任児童委員）

介護相談
（地域包括支援センター職員） 地域包括支援センター六合

☎95-5711六合温泉医療センター8月11日（月）
14時～16時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

こころの健康相談
（精神科医師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所8月7日（木）

14時～（予約制）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

事業者との契約トラブル相談
（消費生活コンサルタント・
消費生活専門相談員）

消費生活相談 郡消費生活センター
☎75-1166

役場第2会議室9月5日（金）
10時～15時（予約不要）

中之条調停協会による家庭
内の問題、交通事故、土地建物
関係、金銭貸借などの相談

調停相談 中之条簡易裁判所
☎75-2138



18なかのじょう H２6.8 No.６28

Information

月の行事

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

バイテック文化ホール 　　　　　　　☎７５-５１７４
文化会館の休館日休

◇社会福祉協議会へ
　・金　　6,000円 中之条文人盆栽会様

ご寄付ありがとうございました

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

8
（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

9月1日(月)　文化会館・図書館休館日、公共料金納期限
9月4日(木)　博物館休館日
※各種相談日の日程は、17ページ相談ガイドをご覧ください。

休

休

休

休

休

休

休

休

休

3歳児健診
（受付：13時～13時30分、中之条町保健センター）

12～13か月児相談
（受付：13時15分～13時30分、中之条町保健センター）

第2回芳ヶ平湿原周辺自然観察会
中之条大学「木部克彦講演会」（14時～、ツインプラザ）

第43回家庭婦人バレーボール大会（総合体育館）

博物館「ミュゼ」による文化講演会
（10時30分～、ツインプラザ）
NACS-J自然観察指導員講習会（～31日）

予防接種（小児肺炎球菌）
（受付：13時20分～13時50分）
予防接種（四種混合）（受付：14時～14時30分）

2歳児歯科健診（受付：13時～13時20分、中之条町保健センター）
2歳6か月児フッ素塗布（受付：13時30分～
13時45分、中之条町保健センター）

4か月児健診（受付：13時15分～13時30分、中之条町保健センター）
6か月児相談・BCG接種（受付：13時30分～
13時45分、中之条町保健センター）

町文化協会会員研修発表会（9時～、
ツインプラザ、＊展示は29日・30日もあり）
町民ソフトボール大会（総合グラウンドほか）

中之条祇園祭

中之条祇園祭
名久田ソフトテニス大会（名久田間歩テニスコート）
両親学級（受付：9時15分～9時30分、中之条町保健センター）

子宮がん検診
（受付：13時15分～13時45分、中之条町保健センター）

町民ゲートボール大会（町民運動場）

六合ふるさとまつり（六合こども園）
下沢渡夏祭り（旧西中学校）

町民テニス大会（小原崎テニスコート）
町民ソフトボール大会（総合グラウンドほか）

予防接種（四種混合）（受付：14時～14時30分）
第36回少年の主張吾妻地区大会（13時～、ツインプラザ）

献血（10時～12時：保健センター、
13時30分～15時30分：ツインプラザ）
両親学級（受付：9時15分～9時30分、中之条町保健センター）

胃がん検診、大腸がん検診
（受付：7時～9時、中之条町保健センター）

子宮がん検診
（受付：13時15分～13時45分、中之条町保健センター）
予防接種（ヒブ）（受付：14時～14時30分）

ツインプラザ図書館　　　　　　　　☎７6-3115
図書館の休館日休

休 休

休 休

休 休

休 休

休 休

休
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ュースと だいニュースとわだい

町イメージキャラクター
「なかのん」と「なかっこちゃん」を広めてください！

平成26年度（一社）日本温泉協会会員総会が
四万温泉で開催されました

町民ソフトテニス大会

　6月15日に河川敷テニスコートで開催された大会の
結果をお知らせします。

　町のイメージキャラクター「なかのん」と「なかっ
こちゃん」のデザインを提供しています。誰でも利用
できますので、印刷物やホームページなどに登場させ
て「なかのん」と「なかっこちゃん」を広めてくださ
い。「なかのん」と「なかっこちゃん」が皆さんに愛
されることを願っています。

＊使用を希望する場合は･･･
　下記の1～3を用意して、役場企画政策課へ
　申し込みください。
1．使用申請書
　（役場企画政策課に用意してあるほか、町公式ホ　
　　ームページからもダウンロードできます。）
2．使用内容が分かる資料
3．キャラクターの使用状況が分かる完成見本等
使　用　料　無料
そ　の　他　年賀状等、個人で楽しむために使用する
ときは申請は不要です。使用規程など詳細について
は、町公式ホームページに掲載していますので、ご覧
ください。

　6月24日に四万グランドホテルで、日
本温泉協会会員総会が開催されました。
　日本温泉協会は、旅館等を中心とした
会員で構成され、全国約1500名の会員
を抱える大規模な組織です。この日は、
全国から200名以上が集まりました。
　会場では、温泉地の発展や魅力ある温
泉地づくりについて話し合われ、会員相
互の交流が図られました。

優　勝　　中之条チーム
準優勝　　伊勢町チーム
第3位　　名久田チーム
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なかっこちゃんなかのん

申し込み・問い合わせ
役場企画政策課政策係　担当　桜井真理
☎75・8802（直通）
MAIL  kikakuseisaku@town.nakanojo.gunma.jp

◁ 総会議事が行われている様子



ュースと だいニュースとわだい

第3回中之条まちなか5時間リレーマラソン
開催日　12月7日（日）

8月1日から  参加チーム　大募集！

申込期間　8月1日（金） ～ 9月30日（火）

（期間内であっても定員になりしだい募集を締め切りますので、お早
めに申し込みください。）

締切時間　ＦＡＸ　　 　  　9月30日 17時30分
　　　　　インターネット  9月30日 24時

申込期限　8月31日（日）
出 店 料　無料
　　　　   ＊発電機等は各自でご用意ください。

場　所　ふるさと交流センターつむじ
期　間　8月1日（金）～31日（日）
時　間　10時～19時

　今回は全国から220チーム募集します。友達やご家族、職場
の仲間などでチームをつくって申し込みください。応募方法・
内容については、7月に全戸配布した募集要項、または大会公式
ホームページをご覧ください。
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2回連続大会出場チーム

出店者　募集中！
　参加者や同行者、沿道の皆さんに、今年一番の笑顔になって
もらえるように、第3回大会は「食」に力を入れて、町の魅力を
PRします！ 大会に出店して、一緒にＰＲしてみませんか。
　第3回大会は、出店者を対象に補助金制度を設けました。販
売・無料提供など出店に興味のある人は、下記事務局に連絡く
ださい。

第2回大会写真展　開催中！

問い合わせ　中之条まちなか5時間リレーマラソン実行委員会事務局（ツインプラザ内）
　　　　　　☎ 76・3117　FAX 76・3112　MAIL  machi5@town.nakanojo.gunma.jp
　　　　　　大会公式ホームページ　http://www.town.nakanojo.gunma.jp/machi5/
　　　　　　担当：関　侑介・安原　明

昨年の出店ブース



伊勢町祇園祭
開催日　9月6日（土）・7日（日）

伊勢町上～伊勢町下まで  歩行者天国
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第27回　中之条町産業・文化祭
参加者　大募集！

　日ごろの文化芸術に関する創作活動や
練習成果の発表とその鑑賞の場として、
また商工業や農業等の産業の賑わいづく
りのため、産業・文化祭を開催します。
　参加を希望する団体・個人を募集しま
す。

申込方法　役場企画政策課または六合支
所六合振興課に用意してある
申込書に記入し、申し込みく
ださい。

申込期限　8月29日（金）

【中之条地区】
期　　日　11月2日（日）を中心とした、10月下旬～11月中旬の間
会　　場　ツインプラザ・バイテック文化ホール・ふるさと交流
　　　　　センターつむじ
申し込み・問い合わせ　役場企画政策課政策係
　　　　　　　　　　　担当　黒岩紀彦　☎75・8802（直通）

【六合地区】
期　　日　10月31日（金）、11月1日（土）の2日間
会　　場　六合体育館・柔剣道場
申し込み・問い合わせ　六合支所六合振興課
　　　　　　　　　　　担当　中澤やす子　☎95・3111

「1000人で踊る中之条音頭」 参加者　大募集！
　3台の山車巡行やお囃子のお披露目、郷土芸能保存会のお囃
子による八木節踊り、若い衆による熱く一体感のある神輿巡
行、ＪＡ前のイベント広場でのストラックアウト大会や各種団
体によるステージ発表、千人踊り、写真コンテスト等の多彩な
イベントが予定されています。　

　千人踊りでは、小さな町の大きな挑戦として、
1000人で踊る中之条音頭を企画しました。例年
ご参加いただく団体の皆様を始め、お友達や会社
の同僚、子ども達・・・参加できる方は担当まで
ご連絡ください。もちろん当日の飛び入り参加も
大歓迎です。
　千人踊りの支度は自由。参加された方には、
1000人限定でステッカーを差し上げます。

問い合わせ
伊勢若頭　　　清水　　正　090・4021・9043
千人踊り担当　高橋　　卓　090・2729・2607
神輿担当　　　小板橋優紀　080・1093・4064
企画担当　　　高橋　智洋　090・3409・3441

小さな町の大きな挑戦！
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Close up!クローズアップ なかのじょう

を使った
ブランド米名称を募集します「花」

　6月号で中之条ブランド米の名称の募集したところ
ですが、今回は町のキャッチフレーズである“花と湯
の町なかのじょう”の「花」（華）という字を使った
5文字で再募集します。美しい地名、ゆかりの人物
名、伝統文化など中之条町らしい名称を入れることで
「らしさ」を出した名称を皆さんで付けてください。

応募方法
①～④を明記し、役場農林課に応募してください。
メールでの応募も可能です。
①読み5文字で花（華）を使った名称
　（例）花ほたか
②氏名
③郵便番号・住所
④電話番号

応募締切　8月18日（月）＊消印有効

応募・問い合わせ
役場農林課　農業係
〒377－0494　大字中之条町1091
メール  nourin@town.nakanojo.gunma.jp/  
☎75・8813（直通）　担当　田中  博

イメージ写真です

米
１
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Close up!クローズアップ なかのじょう

どもの安全と健やかな成長を願って
「おぼやしねえ」子

　6月14日に入山引沼地区で、40人以上の人たちが集まり「おぼやし
ねえ」が賑やかに行われました。「おぼやしねえ」の語源は定かではあ
りませんが、生後21日目をいう「おぼや」に所以しているとも言われ
ます。
　子どもの安全と健やかな成長を願って行われるこの行事は、七五三と
呼ばれる辻を祭祀場として、石碑に小豆飯や魚などをふきの葉にのせて
供え神事を行います。また、昔は子どもたちが小豆飯をもらいに来る行
事として親しまれていましたが、現在では子どもを含めた地域の人たち
で集まり、子どもの安全と健やかな成長を願って会食をしています。
　毎年6月の休日、ふきの葉が大きくなる頃に行われています。

浜開港と中居屋重兵衛
歴史と民俗の博物館  「ミュゼ」 文化講演会横

　安政6年（1859）の横浜開港により、上州出身の商
人が数多く生糸貿易のために横浜へ出店しました。吾
妻郡出身の商人、中居屋重兵衛も開港初期に諸外国と
の貿易で活躍しました。
　今回は、幕末・明治期における貿易や流通制度に関
する研究の第一人者である西川武臣さんの講演会を行
います。

日　時　8月30日（土）10時30分～12時
　　　　（開場　10時）
会　場　ツインプラザ交流ホール
演　題　「横浜開港と中居屋重兵衛」
講　師　横浜開港資料館　副館長　西川武臣さん
定　員　100名
入場料　無料

問い合わせ
歴史と民俗の博物館「ミュゼ」
☎75・1922(木曜定休)　担当　須崎幸夫

◁ふきの葉に盛った小豆飯など

引沼公民館での▷
会食の様子　

七五三(祭祀場)にある石碑
供え物は小豆飯･神酒･ニシン･豆腐

中居屋重兵衛  肖像画
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巨木の情報を募集します 
　町では「なかのじょう花百景」
に続き、「なかのじょう巨木百
景」を探しています。情報をお
寄せください。詳細は役場観光
商工課（☎26・7727）へ問い
合わせください。

所 在 地　大字四万4400-27
電　　話　64-2810
料　　金　大人400円　小人200円
営業時間　10：00～17：00（４月～11月）
休 館 日　第2水曜日、12月１日～3月31日

　奥四万湖（ダム湖）にある「四万せせらぎ資料館（群
馬県営ダム初のダム資料館）」内に併設されています。
上信越の山々と奥四万湖を背景にし、豊富に湧き出る天
然温泉は、まさに大自然の恵みです。休憩コーナー・物
品販売コーナーもあり、ゆったりとくつろげる施設で

す。四万温泉では唯一ダ
ムより上流、四万川から
湧出する源泉＝湯の泉(ゆ
のせん)のお湯をお楽しみ
ください。

No.5 四万こしきの湯（日帰り温泉施設） 奥四万湖カヌー
　一周4kmの湖畔は、春の新緑や秋の
紅葉の名所です。奥四万湖の透明度18
ｍ以上は、本州で1、2位を誇ります。
四季折々の自然を湖面から満喫できる
体験は、カヌーならではのものです。
問い合わせ　グリーンディスカバリー
　　　　　　☎・FAX:56-3999




